
ウルトラ・ビギナーのための SPSSによる統計解析入門　正誤表

P43
図表2-11

誤 正

P92
上から10行目

誤 正重回帰モデルある。 重回帰モデルである。

誤 正P97
図表3-28下段
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（ケース数－独立変数鵜の数－1）

（ケース数－1）

重相関係数　決定係数
自由度調整済み
決定係数 ﾓﾃﾞﾙ集計

独立変数の数

（ケース数－独立変数の数－1）

（ケース数－1）

重相関係数　決定係数
自由度調整済み
決定係数 ﾓﾃﾞﾙ集計

P51
上から10・11行目

誤 正尖度が正の場合はデータの分布は正規分布よりもスソが広がった形状

になり，尖度が負の場合は正規分布よりもスソが短く，とがった形状

になる。

尖度が正の場合はデータの分布は正規分布よりもスソが広く，とがっ

た形状になり、尖度が負の場合は正規分布よりもスソが短く，平べっ

たい形状になる。

尖度 ＜ 0

尖度 ＞ 0

歪度 ＞ 0 歪度 ＜ 0

正規分布（歪度 ＝ 0，尖度 ＝ 0）
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P43
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誤 正

P92
上から10行目

誤 正重回帰モデルある。 重回帰モデルである。
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（ケース数－独立変数鵜の数－1）

（ケース数－1）

重相関係数　決定係数
自由度調整済み
決定係数 ﾓﾃﾞﾙ集計

独立変数の数

（ケース数－独立変数の数－1）

（ケース数－1）

重相関係数　決定係数
自由度調整済み
決定係数 ﾓﾃﾞﾙ集計

誤 正P143
中段の式

誤 正P185
中段

「第 3次産業就業者」 「第 2次産業就業者」

誤 正P246
中段

「各グループの分散は等しい」という帰無仮説を棄却できない。 「各グループの分散は等しい」という帰無仮説は棄却される。

誤 正P246
図表6-34
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判別式 全ケース数
実際のグループと予測グループが一致したケース数

=

= + = .
14
7 6 0 92857

判別 全ケース数
実際のグループと予測グループが一致したケース数率=

= + =

a. 漸近的 F分布


